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介
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・
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地

域
の
要
求
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事
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所　
７
１
６
４
・
６
８
７
０

ひ
ら
の
　
光
一

事
務
所　
７
１
４
５
・
９
６
７
２

武
藤
　
み
つ
え

事
務
所　
７
１
７
０
・
６
１
１
２

や
ざ
わ
　
英
雄

事
務
所　
７
１
９
３
・
８
１
７
５
上記各事務所または04-7176-3711へ

　

岸
田
政
権
は
昨
年
末
、
国
家
安
全
保

障
戦
略
な
ど
「
安
保
３
文
書
」
の
閣
議

決
定
を
強
行
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
を
は
じ
め
と
し
た
大
軍
拡
に
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
、
５
年
間
で
43
兆

円
」
の
大
軍

拡
は
、
市
民

の
暮
ら
し
に

重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま

す
。
昨
年
す

で
に
年
金
が
削
ら
れ
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
３
７
０
万
人
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
が
２
倍
に
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
介

護
保
険
の
大
改
悪
も
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
震
災
復
興
の
た
め
の
税
金
や
た
ば

こ
税
の
流
用
、
戦
後
「
禁
じ
手
」
と
さ

れ
て
き
た
〝
軍
事
国
債
〞
の
発
行
に
手

を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

憲
法
と
平
和
を
壊
し
、
市
民
の
暮
ら

し
を
破
壊
す
る
大
軍
拡
に
、
日
本
共
産

党
は
断
固
反
対
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
騰
で

生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
と
の

回
答
は
77
％
。「
物
価
が
上
が

り
年
金
が
下
が
り
、
病
人
を

抱
え
て
医
療
費
、
タ
ク
シ
ー

代
が
か
か
る
。
食
事
を
削
っ

て
乗
り
切
っ
て
い
る
」「
社
会

人
に
な
っ
た
娘
は
４
年
間
奨

学
金
を
利
用
。
返
済
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」「
高
額
所

得
者
で
は
な
い
の
に
医
療
費

が
２
割
に
。
税
金
・
保
険
料

は
年
金
か
ら
納
め
て
い
る
。

生
活
が
苦
し
い
」「
子
育
て
世

帯
は
節
約
す
る
に
も
限
度
が

あ
る
。
２
人
以
上
子
ど
も
が

持
て
る
よ
う
に
１
人
目
か
ら

支
援
し
て
ほ
し
い
」
等
々
、

生
活
の
苦
し
さ
は
あ
ら
ゆ
る

年
代
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

平
和
の
問
題
に
つ
い
て
も

「
防
衛
予
算
が
無
条
件
に
増
大

し
、
戦
争
へ
の
不
安
を
感
じ

る
」
な
ど
の
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

太
田
市
長
へ
の
評
価
で
は
、

市
立
柏
病
院
の
現
地
建
て
替

え
の
具
体
化
、
自
校
方
式
の

学
校
給
食
の
維
持
な
ど
、
柏

市
の
方
向
が
具
体
的
に
示
さ

れ
た
こ
と
で
、
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。「
大
い
に
評
価

す
る
・
評
価
す
る
」
が
「
評

価
し
な
い
・
ま
っ
た
く
評
価

し
な
い
」
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、「
わ
か
ら
な
い
」

が
い
ち
ば
ん
多
く
、
市
政
情

報
の
積
極
的
な
発
信
が
必
要

で
す
。

12
月
市
議
会
で
は
、「
保

育
士
配
置
基
準
の
引
き
上
げ

に
よ
る
保
育
士
増
員
を
求
め

る
意
見
書
」
が
全
会
派
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、①
こ
ど
も
の

た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の

引
き
上
げ
に
よ
る
保
育
士
増

員
を
図
る
こ
と
②
公
定
価
格

を
引
き
上
げ
、
保
育
士
等
の

処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
で
す
。

　

小
学
校
で
は
、
少
人
数
学

級
化
が
順
次
実
施
さ
れ
て
お

り
、
２
０
２
１
年
度
の
「
学

校
基
本
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

公
立
小
学
校

の
１
学
級
あ

た
り
の
平
均

児
童
数
は
、

22
・
７
人
に

な
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、

保
育
園
で

は
、
４
・
５

歳
児
の
幼
児
30
人
に
対
し
て

保
育
士
１
人
と
い
う
の
が
配

置
基
準
で
す
。
70
年
間
一
度

も
見
直
し
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
保
育
士
の
増
員
は
急
務

で
す
。
一
方
、
柏
市
独
自
の

改
善
を
求
め
る
請
願
に
は
、

自
民
党
、
公
明
党
な
ど
が
反

対
し
ま
し
た
。

補聴器とシルバーパス、給食無償化求める署名補聴器とシルバーパス、給食無償化求める署名

2200筆（第１次分）提出2200筆（第１次分）提出
　日本共産党が市民のみなさんに呼びかけてきた２種類の太
田市長あての署名を12月26日、第1次として提出しました。
「高齢難聴者の補聴器購入費の一部助成制度とシルバーパス
の早期実現」「学校給食費の無償化」です。合わせて2200筆を
超えています。引き続き取り組みます。ご協力をお願いします。
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生
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」８
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育
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引
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改
善
を

保
育
士
配
置
基
準
引
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意見書採択

変わらない
22％

良くなった
0％

物価高の
暮らしへの影響

太田市政への
評価

わからない
46％

大いに評価する
9％

評価する
32％

評価しない
9％

まったく
評価しない
4％

22％ 0％

まったく

苦しくなった
77％

共産党・市民アンケート
　日本共産党柏市議団が取り組ん
でいる「市民アンケート」は、昨
年末現在1500人を超える方から返
信が寄せられています。今回はそ
の一部をご報告します。

返信
1500通
昨年末現在
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市政への
ご意見、ご要望を
お寄せください。
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